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１　心神喪失者等医療観察法成立の背景
（１）心神喪失者等医療観察法施行前
　　　心神喪失等の状態で、重大犯罪行為（殺人、放火、強盗等）を行った者は、不起訴処分の場合、あるいは、起訴後も無罪判決を受ける場合がある。その結果、釈放（通常の生活）あるいは、措置入院の場合がある。

　（２）心神喪失者等医療観察法の目的
1 犯罪の原因となった病状の改善
2 継続的かつ適切な医療提供
3 社会復帰に結びつける

２　心神喪失者等医療観察法の概要
（１）心神喪失又は心神耗弱の状態で重大な他害行為を行い、不起訴処分となるか無罪等が確定した人に対して、検察官は、医療観察法による医療及び観察を受けさせるべきかどうかを地方裁判所に申立てを行う。

　（２）裁判官と精神保健審判員の各１名からなる合議体による審判で、本制度による処遇の要否と内容の決定が行う。

[bookmark: _GoBack]（３）審判の結果、医療観察法の入院による医療の決定を受けた人に対しては、厚生労働大臣が指定した医療機関（指定入院医療機関）において、専門的な医療の提供が行われるとともに、この入院期間中から、法務省所管の保護観察所に配置されている社会復帰調整官により、退院後の生活環境の調整が実施される。

　

